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研究成果の概要：いわゆるインド系の英語作家の作品に、自伝的な作品が多いことに着目し、

その理由について、具体的な作品に当たりながら、また、自伝というジャンル全般について考

察を深めながら、研究した。その範囲は広く、したがって、いまだ道半ばであるが、「小説の全

体性」という、次に繋がる研究のキーワードを発見した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,700,000 0 1,700,000 

2007 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 540,000 4,040,000 

 
 
研究分野：英語圏文学 
科研費の分科・細目：文学・英米・英語圏文学 
キーワード：自伝、テクスト、インド的、自伝的、全体性、ノンフィクションの言語 
 
１．研究開始当初の背景 
日々の研究生活のうちより、共同研究者２名
は、インド系の英語作家の作品に、いわゆる
自伝的な小説作品が著しく多いことに個々
に気づいていた。それについて相互に意見を
交換するうちに、そうした現象はただの偶然
ではなく、現代的かつインド的な深い意味合
いをもっているのではないかという問題意
識で一致し、共同研究の計画を立案するに到
った。共同研究者両名は、イギリス小説、と
りわけそのスタンダードを形成する１８世
紀及び１９世紀のイギリス小説の研究を長
年続けてきており、多年にわたるそれら研究
の経験が、当研究計画の基盤になっているこ

とは、いまさら云うまでもない。 
 
２．研究の目的 
当研究計画を学問分野的に言い表すならば、
今日流行のポスト・コロニアル研究の一環と
いうことになるのだろうが、共同研究者２名
は、当研究計画をそうした既存の枠組みのう
ちで消化することを望まなかった。したがっ
て、学問研究の流行に流されることなく、独
自の研究成果を挙げることを、当初より第１
の目的とした。そのために必要な研究の柱と
して、共同研究者２名は相互に話し合い、ふ
たつのキーワード、すなわち、「インド的」
及び「自伝的」というふたつのキーワードを
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立てることにした。それらふたつの方向から
研究を進め、また、それぞれに年々の実績を
積み上げてゆく。そのうえで、それら両方向
からの研究を相互に接近させようとするな
らば、両者の研究は、必ずやいずれかの地点
で自ずと出会うはずである。それが具体的に
どのような地点になるか確認をめざした。以
上が、当研究計画の目的の根本であるが、重
要なのは、求める地点が、いわゆるポスト・
コロニアリズムの研究が従来当たり前のも
のとして想定している種類のものとは異な
るものになるだろうと当初より予想された
ことである。その点、大いなる期待を抱きつ
つ、共同研究者２名は立案の具体化をさらに
進め、そののち、詰められた計画に従いなが
ら、順序よく個々の研究作業に入った。 
 
 
３．研究の方法 
当研究計画の二本柱、すなわち、「インド的」
と「自伝的」というふたつのキーワードによ
って示唆される研究領域のうち、前者につい
ては、西インド諸島を作品の舞台・背景とす
るインド系の英語作家たちに焦点を絞って、
作業をはじめた。より具体的には、ふたりの
ナイポール、すなわち、V.S.ナイポールとシ
ヴァ・ナイポールの諸作品に注目した。この
兄弟は、西インド諸島の英語文学を代表する
ふたりであり、西インド諸島という枠組みを
外してみても、その小説作品のレベルはきわ
めて高いものである。現に、兄の V.S.ナイポ
ールは、１９７１年にはブッカー賞、続いて
２００１年にはノーベル賞を受賞している
し、兄ほどではないとしても、若くして逝っ
た弟のシヴァ・ナイポールも、その遺した小
説作品の質は、一流の名に恥じないものと認
められて然るべきものである。この稀有の文
学兄弟は、西インド諸島のひとつ、トリニダ
ッドで生まれ育った。のちにそろってオック
スフォードで学び、それぞれ旧宗主国である
イギリスとの結びつきを色濃く持ったふた
りであるが、小説を書く際には、生まれ故郷
であるトリニダッドを舞台とし、その場所に
おいてインド系として生きることがどうい
うことであるか、具体的かつ執拗に、小説作
品のうえで追求した。イギリスのかつての植
民地であるトリニダッドといい、あるいは、
さまざまな事情を抱えながらそこで暮らす
インド系とはいうが、また、そうした事情や
それにより結果する日常については、文字ど
おり身をもって熟知したふたりであるが、小
説の筆を執るまでは自明のこととしてきた
自身あるいは同胞の存在それ自体を明らか
にするとなれば、もっとも馴れ親しみ、外側
のみならず、内面的にも、経験という形で機
微を味わい尽くした自分自身、親族や一族、
あるいは、もっとも直接的に関わりを持つコ

ミュニティにむかって、触手を伸ばそうとす
るのは当然の選択である。勢い、ふたりの書
く小説作品が、色濃く「自伝的」になる所以
であるが、ここに小規模ながら、当研究計画
がふたつの柱とするキーワード、「インド的」
と「自伝的」のふたつが、早くも重複し、あ
たかも合わせ鏡のごとくに相互を照射し合
うことになる。すなわち、V.S.ナイポールと
シヴァ・ナイポールのふたりが、トリニダッ
ドにおいて「インド的」であることを問うこ
とは、そのふるまいが真摯なものであればあ
るほど、「自伝的」なふるまいとなってゆく
というわけだが、その様子を逐一追うならば、
「インド的」であることと、書くことが「自
伝的」なふるまいにならざるを得ないことと
のあいだには、世界中に散らばっている他の
インド系英語作家にも全般的に通じるよう
な本質や必然性、あるいは、インド系ならで
はの特殊性といったものが明らかにされる
はずである。そのためには、インド系である
こと、あるいは、もっぱら自伝的作品を書い
ているか否かには関係なく、研究の対象とな
る作品が、ごく純粋に小説作品として優れた
ものと認められる必要があるが、この意味で
も、V.S.ナイポールとシヴァ・ナイポールの
ふたりは、先にも指摘しておいたとおり、申
し分のない資格を備えた作家、研究対象とな
る作品を世に問うた作家と云うことができ
る。ようするに、ふたりを軸に「インド的」
並びに「自伝的」というコンセプト（あるい
はヴィジョン）を具体化してゆくことは、そ
の正当性及び成果の点で、最初から保証され
ているも同然と云えば、いささか自信過剰の
言い過ぎになるかもしれないが、いっぽうに
おいては、初手からその程度の保証が得られ
ないようでは、どんな研究計画も成果は大し
て期待できないと云われたところで反論の
しようもないだろうというのも否定できな
い一般的な事実である。とはいうものの、最
初に述べたとおり、これはあくまでも、研究
の半面、「インド的」というヴィジョンを具
体化するためのものにすぎず、したがって、
その過程での残る半面、「自伝的」というヴ
ィジョンとの邂逅あるいは重複というもの
は、いまだ求めるものの真の深さを獲得して
はいないだろう。当然のこと、それより以前
には、V.S.ナイポールとシヴァ・ナイポール
のふたりを通じて明らかになったことを、他
のインド系作家に対して適用してみるとい
う応用の作業を実施しなければならない。
V.S.ナイポールとシヴァ・ナイポールのふた
りを通じて明らかになったこととは、いうま
でもなく、厳密にはふたりについてのみ云え
ることには違いない。同時に、一種逆説的な
過程を経てではあるが、それゆえにこそ、ふ
たりについて指摘できることは、インド系の
英語作家全般について通用することにもな



るのだろうが、それにしても、個々の作家の
ローカリティの突き合わせというものを経
なければならない。すなわち、ふたりのナイ
ポールをとりあえずの物差しとしながら、他
のインド系英語作家とのあいだに認められ
る類似と相違を明らかにしてゆくわけであ
るが、類似にしろ相違にしろ、その都度深化
してゆくのは、「インド的」と「自伝的」と
いうふたつのヴィジョンの相互照射の有り
様であり、あるいは、そうした相互照射の有
り様の変化すなわち進展こそは、当研究計画
の頼もしい証となるだろう。 
 最初に戻ろう。当研究計画のもうひとつの
柱である「自伝的」というキーワードについ
ては、なにより考え方の根本に戻ることを目
標にして、いわゆる「自伝」というジャンル
それ自体をとりあえずの研究対象とした。い
うまでもなく、「自伝的」であることと、文
字どおりの「自伝」とは、ある意味、似て非
なるものであって当然だからである。作業は
繁雑にはなるが、求める答えの精度を高めよ
うとするならば、避けて通れない作業である
と考えた。とはいうものの、「自伝」の範囲
を無際限に拡げるわけにはゆかない。それで
は、どのように工夫してみたところで、物理
的に無理がある。したがって、なんらかの基
準に従い、限定する必要が出てくる。問題は
その基準であるが、ひとつには、時代という
意味から近代、ひとつには、原典に当たれる
という理由から英語圏といった基準を設け、
そうした縛りをかけたうえで、できる得る限
りスタンダードに近いとみなすことのでき
る「自伝」を選ぶことにした。同時に、世界
には、自伝論あるいは自伝研究というものが
数多存在することを鑑み、それらについても、
収集と選別を行うこととした。これもまた、
作業としては膨大であるが、それらがまさに
玉石混淆の塊となっている以上、むざむざ放
置はできない。一見、遠回りには違いない道
程であるが、得るものがないわけではない。
というのも、「自伝」と「自伝的」との相違
とは、ごく大ざっぱに云って、ノンフィクシ
ョンとフィクション、あるいは、それらをそ
れぞれに成り立たせているところの言語上
の相違に違いなく、そして、両者のインター
フェイスこそは、「インド的」か否かを問わ
ず、「自伝的」小説について考えるうえでの、
もっとも注目すべき第一等の要点となるべ
きはずのものだからである。もっといえば、
両者は、ジャンルとしても言語としても、右
と左と峻別できるような代物とはなってい
ない。当研究計画がいわゆる「自伝的」小説
に拘る第一の理由がここにあるが、ようする
に、重要なのは、どのように峻別できなくな
るか、具体的にその有り様をできるだけ具体
的な形で知ることであるが、以上のような見
極めに基づき、当研究計画は、「自伝」のス

タンダードとして、ベンジャミン・フランク
リンとチャールズ・チャプリンのふたりを、
境界線上に位置する例として、トーマス・
ド・クインシーとマーク・トウェインのふた
りを中心に据えることにした。ある意味にお
いては、「自伝」とは成功物語の謂いにほか
ならず、その意味からは、前者のふたりは典
型的な例とみなし得るだろうし、したがって、
それらの分析結果が教えるところには期待
が持てるだろうし、他方、後者のふたりにつ
いても、いずれも一筋縄ではゆかない文章家
ではあるが、かれらの「自伝」がフランクリ
ンやチャプリンの「自伝」と比べれば、いわ
ゆる成功物語からは程遠く、したがって、「自
伝」が「自伝」であることから離れた場合、
すなわち、ノンフィクションの言語がフィク
ションの言語へと限りなく接近した場合、ど
のような現象が生じるか、その具体像を探る
にはもってこいの作家ということになるは
ずである。そのうえで、ごく一般的に「自伝
的」と称される、いわば古典的な小説作品を
めぐる独自の考察を配してゆく。それは、ひ
とつには、チャールズ・ディケンズの『デイ
ヴィッド・コパフィルド』ということになる
だろうし、ひとつには、ジェイムズ・ジョイ
スの『若き芸術家の肖像』や『ユリシーズ』
ということになるだろう。まとめて云うなら
ば、当研究計画の残る半面、すなわち、「自
伝的」という言葉をキーワードとする研究と
は、「自伝」と「自伝的作品」、ノンフィクシ
ョンとフィクション、及び、それぞれの抱え
持つ言語といった、三つの対立が相互に浸透
し合う立脚点をみつけることである。そのう
えで、インド系の英語作家を取り上げる。と
いって、図式的に当てはめるわけではない。
そうではなくて、その作品が自ずと延長線上
に位置するものかどうかについて確かめる。
そのための作家として、サルマン・ルシュデ
ィに注目した。より具体的には、ルシュディ
の『真夜中の子供たち』を分析の対象として
取り上げ、むしろ「自伝」とは関係なく、一
個の作品としてどのように評価できるか、考
えていった。その過程において生じる「自伝
的」ということの意味、あるいは、ノンフィ
クションとフィクションの関係といったも
のこそ、意義あるものと考えたからである。
当然予想されるように、もしもそれらが意義
あるものと認められるならば、どんな人為的
な操作を加える必要もなく、上記三つの対立
の相互浸透する地点とも、ルシュディの『真
夜中の子供たち』は、然るべく結びつきを持
つはずであり、すなわち、そのようにして明
白化する様態こそ、当研究計画の「自伝的」
というキーワードからのアプローチの作業
成果の精髄と呼ぶべきものになるはずであ
る。同時に、その精髄とは、当研究計画のも
うひとつの半面、すなわち「インド的」研究



からのゆきつく先ともなっているはずであ
る。 
 
 
４．研究成果 
上記詳述のとおりの研究方法に基づき、当研
究計画は、都合３年間にわたり、粛々と作業
を進めた。共同研究である以上、共同研究者
２名は、常時親密に連絡を取り合い、いっぽ
うは「インド的」、いっぽうは「自伝的」と
いうキーワードのもと進められる研究の進
捗状況を確認し合い、助言を与え合った。成
果の発表についても、当初より積極的に行っ
てゆくこととし、そうすることで、研究の過
程が正しく進行しているかどうか、自己満足
に陥らないよう心がけた。その場所として、
ひとつには、共同研究者２名が長年主催して
きたポスト・コロニアルの文学研究会を利用
した。その研究会の充実を図るべく、外部よ
りこれはと思う講演者や研究発表者を招き、
同時に、自身の発表を行った。他方、文書に
よる研究発表も積極的に行い、鍵になると思
われる論文については、とくに査読の付いた
研究誌に投稿し成果を問うた。具体的には、
下記の「主な発表論文等」のリストを参照し
てもらいたいが、ここでは、研究成果の全体
の、具体的な内容について、まとめて報告し
ておく。 
「インド系英語作家による自伝的小説の比
較研究」という表題のもと、「インド的」と
「自伝的」というふたつのキーワードを軸に
展開してきた双方向からの研究が自ずと出
会ったのは、「全体小説」、あるいは、「小説
の全体性」という言葉で総合できるような地
点だった。これは、共同研究者２名とも予想
だにしなかった結果であるが、それだけに悦
ばしきものであるとも云えた。すなわち、そ
れは、両名にとって「発見」だったというこ
とであり、この「発見」とは、いうまでもな
く、当研究計画の過程をひとつのこらず果た
してこそ得られたものと云えるからである。
ゆえに、当研究計画は、致し方なく計画年度
を越えることにはなるが、この「発見」につ
いても、成果のひとつとして、あるいは、次
の研究計画に繋がる橋渡しとして、世の審判
を仰ぐことにした。すなわち、２００９年度
の日本英文学会において、「小説の全体性」
の表題のもと、シンポジウムを企画・実施す
ることとした。場所柄、多くの研究者の出席
を期待でき、同時に過去３年間の研究成果を
問う場所としても最適なものとなるだろう。
当研究計画においては、「インド的」といい
「自伝的」といい、盾の両面のように分けて
作業を進めてきたが、事を総合するとしたら
どうなるか、その答えが「小説の全体性」と
いうキーワードにより示唆されるアプロー
チにほかならなかった。ある意味での「全体

小説」の実施、あるいは、「小説の全体性」
の追求というものが、インド系英語作家によ
る小説作品が「自伝的」になる理由であり、
同時に、彼らの作品が「インド的」であるこ
との証ともなっていたのである。これが、当
研究計画の、いわば行き着いた先である。と
するならば、当然のこと、ここから次の研究
計画が新たにはじめられるべきである。日本
英文学会でのシンポジウムは、そのための絶
好のスプリング・ボードとなるだろう。 
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